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1.大 阪大学 にお ける大学 アーカイ ヴズ につ いて

1-1設 置 目的 ・経緯一 ポス ト年史編纂ではない大学アーカイヴズー

菅真城氏 の言葉 によれ ば、大阪大学の大学アーカイ ヴズの特徴 は、ポス ト年史編纂では

ない点 にあるとされている。 だが、大阪大学 において全 く年史編纂がな されてこなかった

わけではない。なかでも、1979～1985年 にかけて行 われた50年 史編纂事業は最も本格的

なものだった とされてい る。 ところが、編纂終了後 関係者が熱望 したにもかかわ らず、 「大

学史資料館」あるいは 「大学史資料セ ンター」の設置が実現す ることはなかった。

その後も、特に50年 史編纂事業に携 わった教員 を中心に資料散逸に対す る憂慮の声が上

がったこ とか ら、大学文書館設置の要望が、阿部武 司氏 を通 じて当時の総長及び副学長 に

対 して行われた。こ うした要望に対 し、2001年 の情報公 開法施行や、旧7帝 大の中で大学

アーカイヴズを設置 していないのは大阪大学だけ とい うこともあ り、大学当局は好意的な

反応を示 した。2005年 に大阪大学総合計画室の下に文書館(仮 称)設 置 ワーキングが設 け

られたのである。そ して、このワーキングにおいて約1年 に及ぶ審議 を経て、2006年2月

10日 に 「大阪大学文書館(仮 称)設 置第二次答 申」が出され、2006年7月1日 に文書館設

置準備室が設置 される運び となった。

その後、文書館設置までの道 の

りは決 して平 たんな ものではな

いが、その理 由としては、スペー

スの確保 が困難なことに加 え、職

員等 の人事異動 の度 に再度説 明

す る必 要性 が生 じるとい うこ と

が挙げ られていた。また、文書館

設置に対す る理解については、文

系の教員の場合 には 自分 に関心

の ある資料 を残 した がる傾 向が

ある とい った こ とがあるのに対

して、理 系の教員 は論理的な説

明に基づ く納得 を得 る必要性が 調査風景

あるとのことであった。

1-2組 織形態

大阪大学では、現在の ところまだ文書館設置準備室の段階である。このためその陣容は、
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阿部室長 と菅氏に事務補佐員2名 を加えたものであったが、今年度 より大学の部長 クラス

の退職者の嘱託職員 が加 わった。

運営に当たっては、傷みやすい資料め保管等 に経費が必要であるが、当初 よりも予算が

削減 されているの も課題 となってい る。

1-3活 動内容 一法人文書の収集整理を中心に一

まず、博物館 と図書館 との関係におけ

る公文書館 の位置づけであ るが、博物館

が標本等の収集 ・整理、図書館が公刊 さ

れ た書籍 の整理 といった役割 を期待 され

ているのに対 し、公文書館 は法人文書の

整理 ・保存 ・公開にあたるとされ ている。

とりわけ、後世 に残すべ きもの と廃棄す

べ き文書の選別 が重要であ り、将来的に

は5～10%程 度残す ことを予定 している

とされている。
書庫

ただ し、現在 のところ公文書管理法の指定を受 けた機関 として位置づけ られていないの

で、直接 こ うした役割 を果 たす ことはできず、各部署に捨てず に残す よ う求めてい るに過

ぎない との ことであった。 また、将来的に収集整理に当た るよ うになった時点では、京大

方式ではなく、広島大学のように現地で選別することになるであろ うとのことであった。

これ以外 にも、大阪大学の歴史 に関す る資料の収集整理 を行ってお り、万葉旅行之会等

の学生団体に関する資料の寄贈がOBか らなされている。現在の ところ、 こうして収集 さ

れた2万 点ほどの資料や文書が保管 されている。

次 に収集整理 された文書の利用であるが、まだ準備 室の段階であるので一般公 開はされ

てお らず、認知度 も低 くま さに知 ってい る人が利用 している状況である。利用者 としては、

まず歴史研究者 が一次資料を求 めて とい うケースがあるよ うである。次に、事務職員 の利

用は現在 のところそれ ほど多 くはない とのことであった。 また、一般利用 にっいては、電

話での問い合わせが多 く、マスコミによる問い合わせ も相 当数 あるとのことであった。

一方
、展示 であるが、常設展示 については予定 されてお らず、阪大の歴史については基

本的に博物館が担当す るとい うことであった。その理 由の一つ として、展示にふ さわ しい

文書がそれほ どないとい うことが挙げ られていた。

また・『大阪大学の歴史』 と題す る自校史教育が菅氏着任以前から行われてお り、1～2年

生中心、半期、オムニバス形式(7～8名)の もので、100～200名 の受講生がいるとのこと
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であった。 さらに、この講義のためのテキス トとし

て、2009年 には高杉英一氏 ・阿部武 司氏 ・菅真城氏

によって 『大阪大学の歴史』 が編纂 されている。

さらに、名誉教授 のインタ ビュー をビデオ撮影 し、

現時点では紀要に活字 として刊行す るとい う試み も

行われている。現在 は、年に5～7件 が収録 されてお

り、将来的には文書館の活動の一つ にな るであろ う

とのことである。

2.大 阪大学及び私 立大 学に とっての

大学アーカイ ヴズの意義

一 大学 のアイデ ンテ ィテ ィ確 立 に向けて一

自校史教育テキス ト

大学 アーカイ ヴズの意義 としては、第一に大学のr大 阪大学の歴史』
　

アイデ ンティテ ィの確 立にあるとの ことであ り、 この点、国立大学も私立大学 も接近す る

方向にあるであろ うとのことであった。特 に大阪大学の場合には昭和6年 に府 と民間の出

資 によって設立 された、言 ってみれば官民協働の大学 とい う歴史 を持 ってお り、こ うした

歴史を確認す るとい う意味で も大学アーカイ ヴズの意義がある との ことであった。また さ

らに、こ うした活動 は単に在学生や教職員に とって価値があ るのみな らず、校友 との関係

において重要性があるとの ことであった。

また、私立大学に とっての大学アーカイ ヴズの意義については、中小規模 の国立大学に

おける公文書館設置が難 しい中で、私立大学 もまた公的責任 を担 ってお り、社会に対す る

説明責任 を果たす とい う意味でも設置が望ま しい との ことであった。

調査を振 り返って

大学アーカイ ヴズ設置 においてまだ基礎的研究に着手 したに過 ぎない近畿大学に所属す

る教員 として、準備室が設置 されてか ら未だに公文書館設置に至っていない大阪大学で聞

かせていただいた内容は大いに参考 になるものであった。同様 のことは他大学、特に広島

大学での ヒア リングの際に も聞 くことができたが、いかに して大学アー カイ ヴズの意義や

必要性を学内で理解 して もらうかが一つの鍵になることは確かなよ うである。本学におい

て も、FD研 究集会等の機会 を利用するだけでな く、事務職員等 を巻き込んだ形での活動が

一層必要になってい くであろ うと感 じた次第である。(上 崎哉)
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